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科 目 名

担 当 者

事前、あるい
は並行して学
ぶべき内容

②『考えることの教育』  国土新書  1982年

その他履修に
必要な学習

現代社会における「子ども」を取り巻く状況に関して、ニュース等のメディアを
通して情報収集をするとともに、自分自身の問題意識を形成すること。

⑤佐伯胖著『「学び」を問いつづけて』小学館、2003年

⑥佐伯胖著『「わかり方」の探究』小学館、2004年

⑦佐伯胖著『幼児教育へのいざない【増補改訂版】』東京大学出版会、2014年

⑧佐伯胖編著『共感－育ち合う保育のなかで－』ミネルヴァ書房、2007年

⑨佐伯胖ほか著『こどもを「人間としてみる」ということ』ミネルヴァ書房、2013年

⑩ジーン・レイブ,エティエンヌ・ウェンガー著　佐伯胖訳『状況に埋め込まれた学
習』　産業図書、1993年

【予備学習ガイド】

学び学特論

佐伯　胖

下記文献リストのなかから、特に、事前に、『「学び」を問いつづけて』（佐伯
胖著、小学館、2003年）を読んでおくことが望ましい。

文献リスト

①佐伯胖著『「学び」の構造』  東洋館  1975年

③佐伯胖著『「学ぶ」ということの意味』　岩波書店　1995年

④佐伯胖著『「わかる」ということの意味［新版］』　岩波書店　1995年

⑪ヴァスデヴィ・レディ著佐伯胖訳『驚くべき乳幼児の心の世界―「二人称的アプ
ローチから見えてくること』ミネルヴァ書房、2015年
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期末

開 講 期 １・２年次

科 目 名 保育学特論

担 当 者 内藤　知美

遊びを通した保育（２）事例検討：共同的、協働的であること

授業の概要

　子どもは多様な関係性の中で学び、育つ存在である。また保育という営みは、子どもだけでは
なくそこに関わる保護者や保育者、そして地域、社会の学び、育ちと深く関わる。社会文化的視
点から、多様で複雑な状況や文脈において生成される人間の「学び」や「育ち」を捉えるための
視座を得るとともに、子どもが今を生きる「保育フィールド」の力動性や構造を読み解く方法に
ついて検討する。現在、「子ども人間学」と通底する観点から、保育を構築しようとする動きが
生まれている。ニュージーランドの「テファリキ」を始めとする海外の保育の動向を捉えなが
ら、多様で複雑な歴史、文化、社会が織り成すダイナミズムの中で、子どもが学びに向かう力や
人間性を育むプロセスとそこに関わる人々（保育者、保護者等）のあり様を探究する。

授業のねらい
・到達目標

１．子どもの「学び」や「育ち」を捉えるまなざしを問い直し、子どもが今を生きる場（保育
フィールド）の構造や力動性を捉えるための視点を学ぶ。また保育フィールドで生成する多様で
多層なことがらについての具体的な事例を検討することで、それらが子どもの学びや育ちにいか
に関わるのか、その「意味」を解釈する様々な視点を学ぶ。
２．海外の保育の動向から、子どもを起点に、保育にかかわる多様な人々が学び、変容するプロ
セスを捉える。そのことを通じて、保育が有する豊かな資源と新たな社会のあり方を構想する可
能性を探る。

授業の方法・授業計画

保育のまなざし－教える、教えられる－

子どもか子どもたちかという「問い」

子どもの学びと育ちを捉える（１）発達と育ち

子どもの学びと育ちを捉える（２）社会文化的アプローチ

保育フィールドの構造と理解

遊びを通した保育（１）事例検討：身体的であること

評価方法
及び評価基準

授業内の発表や討議及びレジュメ作成（50%）、期末課題等（50%）を基に総合的に評価する。

子どもに対する気づき（１）事例検討：なぜ気づくのか

子どもに対する気づき（２）事例検討：枠組みの再構築

保育における対話と同僚性

保育実践と構造（１）：ＮＺのテファリキの原理

保育実践と構造（２）：ＮＺの学びの物語と評価

多様な「学び」の可能性が埋め込まれた保育の営み（１）：学びあい

多様な「学び」の可能性が埋め込まれた保育の営み（２）：世代間循環

まとめ：保育の課題と展望

授業に関する
連　絡

本授業は講義と演習の両形式で行う。演習では、文献講読および実践事例を基にした討議のため
のレジュメを担当者は作成すること。

参考文献

J.ﾚｲｳﾞ＆E.ｳｪﾝｶﾞｰ著,佐伯胖訳『状況に埋め込まれた学習―正統的周辺参加―』産業図書,1993年

日本保育学会編『保育学講座Ⅰ保育学とは―問いと成り立ち』東京大学出版会,2016年

事前・事後
学習の内容

授業中に適宜参考文献を紹介する。事前学習としては、参考文献を読んで授業へ臨むこと。ま
た、事後学習としては、授業の内容を振り返り、さらに関連・関心のある参考文献を読み込み、
自分の考えを整理すること。

履修上の注意 各自のテーマ・関心から授業内の議論に積極的に参加すること。

テキスト

鯨岡峻『保育主体として育てる営み』ミネルヴァ書房,2010年

佐伯胖編『共感―育ち合う保育のなかで―』ミネルヴァ書房,2007年
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